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編集発行  

コミュニティ 

協議会  

広報委員会  

人  口 

７，７２９人 

世 帯 数 

３，１９９世帯 

令和２年６月現在 

     

今
年
度
の
、
五
常
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
総
会
／
自
主
防
災
会
総
会
は
、

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
為
、
中
止
に

な
り
ま
し
た
。 

議
決
権
を
有
す
る
各
組
織
の
代
表

者
の
方
々
へ
は
、
総
会
議
案
（
活
動
計

画
案
、
予
算
案
等
）
を
お
届
け
し
、  

郵
送
に
て
承
認
を
頂
き
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
始
ま
っ
て
以
来
の

試
み
で
す
。 

現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
自
治
会
で
は
、

１
年
任
期
の
輪
番
制
が
敷
か
れ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
総
会
が
代
表

者
の
方
々
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
役
員
と
の
、

最
初
の
顔
合
せ
の
場
で
も
あ
り
ま
す

が
、
会
場
確
保
、
三
密
回
避
と
も
に 

難
し
く
、
書
面
で
の
や
り
と
り
と
い
う

形
式
を
取
ら
せ
て
頂
い
た
次
第
で
す
。 

  

   

市
内
の
小
中
学
校
で
は
、
授
業
が
再

開
さ
れ
、
商
業
施
設
の
営
業
自
粛
も
、

全
面
的
に
解
除
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

今
年
の
夏
祭
り
は
世
情
に
鑑
み
、
誠

に
遺
憾
な
が
ら
中
止
と
し
ま
し
た
が
、 

・五
常
文
化
祭
（
10
月
25
日
） 

・と
ん
ど
祭
り
（
1
月
10
日
） 

・防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
2
月
28
日
） 

等
々
、
秋
以
降
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、
可
能
な
限
り
開
催
し
た
い
と 

考
え
て
お
り
ま
す
。 

近
隣
の
方
々
と
の
、 

又
と
な
い
交
流
の
機
会

で
す
の
で
、
昨
年
ま
で
と

同
様
、
ご
協
力
、
ご
参
加

下
さ
い
ま
す
よ
う
、  

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。  

  

                           

支 出 科 目 予 算 金 額 

広  報  費 300,000 
事務費、研修費他 215,000 

安全部門活動費 100,000 

備品費、修繕費他 150,000 

事業費（とんど祭り等） 1,415,000 

自主防災活動 300,000 

小地域ネットワーク活動 500,000 

特別積立金、予備費他 38,564 

合       計 3,018,564 

収 入 科 目 予 算 金 額 

前年度繰越金 16,664 
枚方市校区コミュニティ補助金 1,180,900 

日赤奉仕団活動助成費（＊） 0 

コミュニティ活動費 500,000 

 安全部門活動費 300,000 

枚方市防犯協議会補助金 16,000 

事 業 収 入 1,000,000 

雑  収  入 5,000 

合       計 3,018,564 

五
常
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
総
会 

中
止 

自
主
防
災
会
総
会
と
併
せ 

初
の
テ
レ
承
認 

【 2020年度 予算 】 

２
０
２
０
年
度 

五
常
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
役
員 

 会 

長 
 

上
野 

精
順 

 

副
会
長 

 

光
岡 

和
彦 (

行
事
担
当) 

副
会
長   

倉 
 

洋
子 (

青
少
年
部
会) 

 

副
会
長    

宮
路 

美
佐 (

福
祉
部
会) 

事
務
局
長  

岡
田 

満 

会 

計 
   

河
上 

勲 

書 

記 
   

磯
部 

智
子 

書 

記 
   

窪
田 

哲
也 

幹 

事 
  

関
谷 

剛 
 

福
井 

実 

 
 
 
 
 
  

尾
上 

敏
幸  

平
尾 

守 
 
 

会
計
監
査  

森
川 

茂 
 

山
内 

佳
与
子 

顧 

問 
  

大
槻
哲
也
元
市
議
会
議
長 

野
村
生
代
市
議
会
議
長 

林
元
隆
司
五
常
小
学
校
校
長 

 

相
談
役 

 

野
々
村 

亘 

五常夏祭り 
【中止】 

また、来年… 

（＊）前年度より自主防災会へ移行 
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校
区
だ
よ
り 

五
常
小
学
校
の
様
子 

五
常
小
学
校
教
頭 

大
嵜 

歩 

い
つ
も
地
域
の
皆
様
に
支
え
て
い
た

だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。  

今
年
度
は
６
４
名
の
一
年
生
を
迎
え
、

全
校
児
童
４
７
９
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
今
年
度
は
一
年
生
と
五
年
生
が

２
ク
ラ
ス
と
な
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も

た
ち
は
、
新
し
い
友
達
と
の
出
会
い
を

い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

四
月
六
日
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
通
常
よ

り
規
模
を
縮
小
し
て
、
第
５
９
回
入
学

式
を
挙
行
し
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
の

マ
ス
ク
着
用
、
来
賓
・
在
校
生
の
参
加

な
し
、
保
護
者
席
・
児
童
席
の
十
分
な 

座
席
間
隔
の
確
保
等
、
い
つ
も
と
は
違

う
雰
囲
気
の
中
で
し
た
が
、
一
年
生
は

一
生
懸
命
、
校
長
先
生
の
話
を
聞
い
て

い
ま
し
た
。
一
年
生
も
含
め
全
児
童
が
、

学
校
生
活
を
思
う
存
分
楽
し
め
る
日

が
来
る
こ
と
を
、
教
職
員
一
同
、
切
に

願
っ
て
い
ま
す
。 

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
約

三
週
間
が
経
ち
ま
す
。
学
校
は
、
六
月

十
五
日
か
ら
通
常
ど
お
り
の
授
業
が

開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。
新
し
い
生
活

様
式
で
の
学
校
生
活
を
円
滑
に
行
え

る
よ
う
、
休
校
期
間
中
は
職
員
一
同
、

で
き
る
こ
と
は
何
か
、
話
し
合
い
を 

進
め
て
き
ま
し
た
。 

地
域
の
皆
様
に
は
、
い
つ
も
子
ど
も

た
ち
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
学
校
で
も
、

保
護
者
・
児
童
に
注
意
喚
起
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た

り
、
直
接
注
意
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
り

す
る
こ
と
を
聞
く
と
、
子
ど
も
た
ち
が

地
域
に
守
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま

す
。 子

ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
行
事
等

で
の
放
送
音
な
ど
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
今
年

度
も
引
き
続
き
五
常
小
学
校
へ
の
ご
理

解
・ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

五
常
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会 

専
門
部
会
の
紹
介
５ 

民
生
委
員
・児
童
委
員 

 
 

 
 

 
 

  

校
区
委
員
長 

宮
路 

美
佐 

「
民
生
委
員
」は
、
民
生
委
員
法
に
基

づ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。
社

会
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
、
地
域
住
民

の
立
場
か
ら
生
活
や
福
祉
全
般
に
関

す
る
相
談
・援
助
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

創
設
か
ら
今
年
で
百
年
の
歴
史
を
持
つ

制
度
で
す
。
ま
た
、
全
て
の
民
生
委
員

は
児
童
福
祉
法
に
よ
っ
て「
児
童
委
員
」

も
兼
ね
て
お
り
、
妊
娠
中
の
心
配
ご
と

や
子
育
て
の
不
安
に
関
す
る
様
々
な

相
談
や
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
部
の
児
童
委
員
は
児
童
に
関
す
る

こ
と
を
専
門
的
に
担
当
す
る「
主
任
児

童
委
員
」の
指
名
を
受
け
て
い
ま
す
。 

核
家
族
化
が
進
み
、
地
域
社
会
の
つ

な
が
り
が
薄
く
な
っ
て
い
る
今
日
、
子

育
て
や
介
護
の
悩
み
を
抱
え
る
人
や
、

障
害
の
あ
る
方
・高
齢
者
な
ど
が
孤
立

し
、
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
民
生
委

員
・児
童
委
員
が
地
域
住
民
の
身
近
な

相
談
相
手
と
な
り
、
支
援
を
必
要
と

す
る
住
民
と
行
政
や
専
門
機
関
を
つ

な
ぐ
パ
イ
プ
役
を
務
め
ま
す
。
ま
た
、

専
門
機
関
と
の
ケ
ア
会
議
の
開
催
や
情

報
交
換
を
行
い
、
問
題
の
解
決
に
協
力

し
ま
す
。 

民
生
委
員
・児
童
委
員
の
活
動
は
個

人
の
私
生
活
に
深
く
立
ち
入
る
こ
と

も
あ
る
た
め
、
活
動
上
知
り
得
た
情

報
に
つ
い
て
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
守
秘
義
務
は
、
委
員
退

任
後
も
引
き
続
き
課
さ
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

五
常
校
区
で
は
、
現
在
９
名
の
民
生

委
員
・児
童
委
員
と
１
名
の
主
任
児
童

委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
地
区
で 

 

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
同
じ
立
場
で

相
談
に
の
り
、
問
題
が
解
決
で
き
る
よ

う
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

2020 入学式風景 
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ご
じ
ょ
ト
ー
プ
今
昔 

 

 

梅
雨
入
り
前
の
恒
例
行
事
と
し
て 

親
し
ま
れ
て
い
る
、
ホ
タ
ル
観
賞
会
。 

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
残
念
な

が
ら
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

ホ
タ
ル
た
ち
は
元
気
に
羽
化
し
、
夜
に

な
る
と
ご
じ
ょ
ト
ー
プ
の
中
を
、
と
こ

ろ
狭
し
と
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。 

小
学
校
の
中
庭
に
、
田
園
の
川
辺
を 

模
し
て
作
ら
れ
た｢

ご
じ
ょ
ト
ー
プ｣

。

そ
も
そ
も
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て 

 

誕
生
し
た
か
、
ご
存
じ
で
す
か
？ 

時
は
2006
（平
成
18
）年
に
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
。 

大
阪
み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
か
ら

の
助
成
金
に
加
え
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
五

常
フ
ェ
ス
タ
に
お
け
る
バ
ザ
ー
の
収
益

金
。
こ
れ
ら
を
基
に
、
ご
じ
ょ
ト
ー
プ

の
建
設
は
始
ま
り
ま
し
た
。 

ち
な
み
に
、
ご
じ
ょ
ト
ー
プ
と
は
、

五
常
＋
ビ
オ
ト
ー
プ
、
子
ど
も
た
ち
の

ア
イ
デ
ア
で
す
。
ま
た
、
ビ
オ
ト
ー
プ

＝
ビ
オ
（
生
物
）
＋
ト
ー
プ
（
場
所
）
、 

元
々
は
ド
イ
ツ
人
学
者
の
命
名 

 
 

だ
そ
う
で
す
。 

着
工
当
初
は
、
ト
ラ
ブ
ル
の
連
続
で

し
た
。
苦
心
惨
憺
よ
う
や
く
掘
り
上
げ

た
池
に
、
水
漏
れ
が
発
生
。
溜
め
ど
も

溜
め
ど
も
、
翌
朝
に
は
カ
ラ
ッ
ポ
に
な

る
な
ど
、
心
折
れ
る
出
来
事
が
重
な

り
ま
し
た
が
、
作
業
を
手
伝
っ
て
く
だ

さ
る
保
護
者
や
教
職
員
の
皆
さ
ん
、 

そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
懸
命
な
姿
に

励
ま
さ
れ
、
よ
う
や
く
そ
の
年
の
秋
、

完
成
を
見
た
の
で
し
た
。 

そ
の
後
も
、
草
木
を
植
え
、
さ
ら
に

幼
虫
の
エ
サ
に
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
の
確
保

に
努
め
た
り
と
、
環
境
づ
く
り
に
力
を

注
い
だ
結
果
、
翌
年
の
５
月
31
日
、 

つ
い
に
ご
じ
ょ
ト
ー
プ
初
の
ホ
タ
ル
が

飛
ん
だ
の
で
し
た
。 

以
来
、
春
先
に
は
か
な
ら
ず
、
飼
育
・

理
科
委
員
会
の
子
ど
も
た
ち
が
、
幼
虫

と
カ
ワ
ニ
ナ
を
放
流
。
ホ
タ
ル
の
光
が

絶
え
た
年
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
こ
で
見
ら
れ
る
ホ
タ
ル
は
、
体
長
、

光
量
と
も
国
内
で
は
最
大
級
の
ゲ
ン
ジ

ボ
タ
ル
で
す
。 

幼
虫
の
間
は
水
中
、
陸
へ
上
が
っ
て
蛹

に
な
り
、
最
後
は
成
虫
と
し
て
空
へ
と
、

水
陸
空
を
生
活
圏
と
す
る
、
ホ
タ
ル
の

中
で
は
珍
し
い
種
類
だ
と
か
。 

現
在
、｢

五
常
小
を
ホ
タ
ル
の
郷
に｣ 

実
行
委
員
会
の
方
々
が
、
毎
週
土
曜
日

に
、
草
木
の
手
入
れ
や
水
路
・
循
環 

 

ポ
ン
プ
の
点
検
な
ど
、
維
持
・
管
理
に

努
め
て
お
ら
れ
ま
す
。 

昆
虫
や
草
花
に
興
味
の
あ
る
子
ど

も
た
ち
や
、
ご
じ
ょ
ト
ー
プ
の
運
営
に

参
加
し
て
み
た
い
と
い
う
方
は
、
土
曜

日
の
午
前
中
に
、
ご
じ
ょ
ト
ー
プ
を 

訪
ね
て
み
て
下
さ
い
。 

来
年
の
今
頃
は
、
み
ん
な
で
ホ
タ
ル

観
賞
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。 

まさに、ゼロからのスタート 

（14年前の姿です） 

 

掘って、固めて、積んで 

現在のごじょトープ 

（旧香里団地から移植された木も） 

さ
な
ぎ 

さ
ん
た
ん 

子どもたちも、大奮闘 

今年のホタル （６月５日撮影） 
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リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・オ
ー
プ
ン
！ 

香
里
ケ
丘
図
書
館 

 
 

建
て
替
え
工
事
の
た
め
長
ら
く
休
館

し
て
い
た
香
里
ケ
丘
図
書
館
が
、
い
よ

い
よ
７
月
22
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。 

 

買
物
の
つ
い
で
に
ち
ょ
っ
と
返
却
、
が

出
来
な
く
て
ず
い
ぶ
ん
不
便
で
し
た
が
、

２
年
ぶ
り
に
、
そ
れ
も
解
消
で
す
。 

 

新
し
い
図
書
館
の
２
階
に
は
、
様
々

な
用
途
に
使
え
る
多
目
的
ル
ー
ム
が 

４
室
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
も

可
能
で
す
。 

た
だ
し
残
念
な
が
ら
防
音
設
備
は

な
い
そ
う
な
の
で
、
楽
器
の
練
習
な
ど

は
で
き
ま
せ
ん
。 

禁
酒
・
禁
煙
の
ル
ー
ル
も
あ
る
の
で
、

お
手
軽
な
宴
会
場
と
い
う
わ
け
に
も
、

い
か
な
い
よ
う
で
す
。 

で
も
、
ガ
ッ
カ
リ
ば
か
り
じ
ゃ
あ
り

ま
せ
ん
。
日
曜
・
祝
日
以
外
の
利
用
時

間
が
21
時
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

不
意
の
残
業
で
も
、
す
べ
り
込
み
セ
ー

フ
。
こ
れ
は
う
れ
し
い
で
す
ね
。 

       
同
時
開
発
さ
れ
て
い
た
中
央
公
園
の

旧
バ
ラ
園
部
分
も
、
す
っ
き
り
と
し
た

庭
園
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
図
書
館
の
屋

上
テ
ラ
ス
と
直
結
す
る
ス
ロ
ー
プ
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。
図
書
館
の
帰
り
に
、

ひ
と
休
み
す
る
に
は
、
と
て
も
便
利 

で
す
。 

今
の
と
こ
ろ
、
ま
だ
図
書
館
内
部
へ

入
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
入
口 

付
近
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
に
必
要

な
、
Ｉ
Ｄ
の
申
請
を
受
付
中
。
こ
ち
ら

は
、
非
営
利
の
団
体
活
動
限
定
で
す
。 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
残
り
ひ
と
月
。  

楽
し
み
に
開
館
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会 

か
ら
の
お
願
い 

 

一
時
は
、
薬
局
や
量
販
店
の
店
頭 

 

か
ら
、
完
全
に
消
え
失
せ
た
マ
ス
ク 

で
す
が
、
最
近
ち
ょ
く
ち
ょ
く
見
か
け

る
こ
と
も
増
え
て
来
ま
し
た
し
、
五
常

校
区
へ
は
５
月
末
に
、
い
わ
ゆ
る
ア
ベ
ノ

マ
ス
ク
が
届
き
ま
し
た
。
た
だ
、
依
然

と
し
て
手
に
入
り
に
く
い
状
況
は
続
い

て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

そ
こ
で
、
今
回
国
か
ら
配
付
さ
れ
た

マ
ス
ク
な
ど
、
も
し
ご
家
庭
で
、
使
う

当
て
な
く
眠
っ
て
い
る
マ
ス
ク
が
あ
れ

ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
へ
、
寄
付
し
て

い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

 

五
常
小
学
校
を
は
じ
め
、
地
域
で 

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

五
常
小
正
門
・
監
視
Ｂ
Ｏ
Ｘ
前
の
、 

回
収
箱
（平
日
８
時
30
分
～
12
時
30

分
）へ
投
入
い
た
だ
く
か
、
担
当
地
域
の

民
生
委
員
、
も
し
く
は
近
隣
在
住
の
五

常
小
在
籍
児
童
に
お
預
け
く
だ
さ
い
。 

 

勝
手
な
が
ら
、
未
使
用
の
市
販
品
に

限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

（手
作
り
マ
ス
ク
は
、
使
用
者
に
よ
っ
て

は
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
引
き
起
こ
す

恐
れ
が
あ
る
た
め
） 

 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 
 

見
守
り
活
動
・再
開 

 

長
期
に
わ
た
る
休
校
、

地
域
別
の
分
散
登
校
・ 

短
縮
授
業
期
間
を
経
て
、
五
常
小
学
校

で
は
６
月
15
日
よ
り
、
通
常
授
業
が

再
開
さ
れ
ま
す
。 

 

こ
の
間
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
た
め
、

今
年
度
の
夏
季
／
冬
季
休
暇
は
、
土
日

を
含
め
11
日
ず
つ
と
、
大
幅
に
短
縮

さ
れ
る
よ
う
で
す
。 

 

授
業
再
開
と
と
も
に
、「
五
常
っ
子
見

守
り
隊
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
見
守
り
活

動
も
再
開
さ
れ
ま
す
が
、
長
期
休
暇

の
短
縮
に
よ
り
、
各
隊
員
の
負
荷
が
、

今
ま
で
以
上
に
増
え
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

子
ど
も
た
ち
を
不
測
の
事
故
や
事
件

か
ら
守
る
と
い
う
趣
旨
に
賛
同
し
、 

お
力
添
え
頂
け
る
方
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
各
自
治
会
長
様
を
通
じ
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
ま
で
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
下

さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。 

編
集
後
記 

 

ホ
タ
ル
の
光
を
追
っ
て
、
暗
が
り
の
中

を
進
む
内
、
足
を
踏
み
外
し
て
池
に 

 

落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ご
じ
ょ
ト
ー
プ

の
水
は
、
決
し
て
甘
く
あ
り
ま
せ
ん 

 

で
し
た
。  

 
 

 
 

  
 

 
(

広
報
委
員
会) 

落成おめでとう！ 

中央公園直結のスロープ 


